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第九次福井市総合計画審議会 専門部会 第３部会（第２回） 

 

■開催日時：令和７年10月９日（木）14:00～16：00 

 

■開催場所：福井市上下水道局５階 大ホール 

 

■出席者：別紙のとおり 

 

■会議内容 

１．開会 

○司  会 

 それでは、定刻より少し前でございますが全委員おそろいでございますので、ただいまから総合計

画審議会専門部会、第３部会の２回目の会議を開催させていただきます。 

 まず初めに、福井市市民憲章の唱和を行いますので、恐れ入りますがご起立願います。 

 市民憲章は、お手元の会議次第の裏面に掲載してございますので、ご覧ください。私が前文を朗読

しますので、引き続き１番からご唱和をお願いいたします。 

 なお、実践目標につきましても併せてご唱和をお願いいたします。 

（福井市市民憲章唱和） 

○司  会 

 ありがとうございました。どうぞご着席ください。 

 委員の皆様方におかれましては、公私ともにご多忙のところご出席いただき誠にありがとうございま

す。 

 なお、本日、福井商工会議所の嶋田委員はご欠席の連絡をいただいております。 

 それでは、議事に入る前に本日の資料の確認をさせていただきます。 

 まず、お手元のほうに本日の会議次第、そして専門部会の委員及び出席者名簿、また座席表並び

にメモ用紙をお配りをしております。 

 また、パソコンのほうに資料５、専門部会での審議事項、資料７、将来都市像（案）、資料８、第九次

福井市総合計画原案、資料９－３、総合計画原案に対する意見と対応案、資料10－３、政策階層に

ついて、以上５点をお開きしております。 

 不備等はございませんでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 なお、資料９－３につきましては、第１回の専門部会でいただきました意見の対応案になります。原案

に反映するもの、具体的な取組として検討するもの、その他反映が困難であったものなどに分類して

おりまして、原案に反映したものにつきましては、資料の８のほうに赤字で該当箇所を記載しておりま

す。後ほど事務局から政策ごとの説明がございますので、その際に併せてご確認をお願いいたしま

す。 

 そのほか、参考資料としまして、参考７、令和７年度市民意識調査結果のほうを新たに追加させてい

ただいておりますので、ご参考としてください。 

 それでは、議事のほうに移りたいと思いますので、南保部会長、よろしくお願いいたします。 
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２．議事 

○部会長 

 本日はお忙しい中、ご参集いただきましてありがとうございます。 

 今日は第２回目ということで、中身が結構濃いものとなっていますので、ご協力のほどよろしくお願

いします。 

 それでは、議事に入ります。 

 まず、資料５をご覧ください。 

 この第３部会では、前回、分野Ⅲ、しごと・地域資源の政策について審議いただきました。本日の第

２回では、将来都市像（案）と第１回までの意見等を基に作成された施策についてご意見を伺いま

す。 

 なお、審議に当たっては、委員からのご意見をできるだけ多くいただきたいと思いますので、事務局

からのご説明はできるだけ簡潔にお願いしたいと思います。 

 

（１）将来都市像（案）について 

○部会長 

 ではまず、将来都市像（案）について、事務局から説明をよろしくお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、資料７、将来都市像（案）をご覧ください。 

 １ページの将来都市像の変遷をお願いいたします。 

 まず最初に、直近３つの将来都市像を振り返ります。 

 左側が将来都市像、右側が考え方になります。 

 第五次計画の都市像は、人、街、自然、文化の交・響・楽・彩ふくいです。 

 考え方は、個性のある人、街、自然、文化が交わり、響き、楽しみ、彩りが生まれることで市民に活力

がみなぎるまちが生まれるでございます。 

 次に、第六次計画の都市像は、自然・活気・誇りにみちた、人が輝く、かえりたくなるまちふくいです。 

 考え方は、自然、人が集い、交流し、学び、働くことで生まれる活気、お互いを尊重し、福井の街、歴

史、文化への誇りに満ちたまち、生き生きと人生を送る人が輝くまちを目指す。市内に住む人も外か

ら来る人も我が家のように思うかえりたくなるまちの実現を目的としています。 

 次に、第七次、八次計画の都市像は、みんなが輝く全国に誇れるふくいです。 

 考え方は、市民、地域、企業など本市の全てが輝き、みんなが豊かさを実感できるまちづくりを進

め、市民一人一人のふるさと福井に対する誇りの醸成と全国に向けた発信を目的としています。 

 計画期間は、第五次計画までは10年、第六次計画からは５年間となっています。 

 将来都市像は、おおむね10年で変更となっています。しかし、第六次計画で立てた将来都市像は、

異例の５年間で変更されています。理由としましては、第七次総合計画策定時に、かえりたくなるまち

が非常に内向き、これから福井市を売り込んでいこうとするときにかえりたくなるまちを継承するの

か、全国に誇れる福井は市長が掲げ、市民の合意を得ているとの指摘があったため、急遽変更した

経緯がございます。 

 次ページに移りまして、将来都市像について及びキーワード一覧です。 

 ①次期将来都市像の概要です。 

 将来都市像は、長期的な取組により実現を目指すおおよそ５から10年先の本市の将来のまちの

姿、コンセプトです。また、今回新たに市民の皆様に分かりやすく届けるため、１つの文章が長くなる

のを防ぐため、都市像と連動した副次的なテーマ、キーメッセージを設定しました。後ほど紹介する都
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市像（案）の下に波線（チルダ）で掲載しています。 

 ②キーワード一覧です。 

 次期総合計画は、これまで以上に市民の皆様や庁内での意見交換を実施し、策定を進めており、

意見交換や審議会での発言を抽出し、発言を６つのキーワードに分類しました。 

 ７ページから後ろの部分に参考資料として、専門部会での意見や市民からの意見などからキーワ

ードを作成した過程を掲載しています。後ほどご確認ください。 

 ２ページに戻りまして、６つのキーワードを設定しました。 

 人と人、政策と政策などのつながり、ひろがり、多様な価値観を受け入れるなどの多様、次はチャレ

ンジ、若者などライフステージに応じた居場所、ありのままを誇る福井らしさ、福井っていいネ！、ウェル

ビーイングです。 

 今回は、キーワードも参考にして都市像を考えています。また、今回、審議委員の皆様に第１回目の

全体会で審議委員一人一人に理想の未来を発表していただき、また第１回目の専門部会では施策

を提示せずに政策を議論していただき、市のあるべき方向性についての発言がございましたので、キ

ーワードとしてではなく発言そのものも参考にさせていただいております。 

 次ページに移りまして、03、将来都市像（案）及びキーワードの取り入れ状況です。 

 将来都市像は、彩り豊かな想いかがやく、未来ひらくまち。ふくい。サブテーマが、さあ、楽しもう！チャ

レンジする毎日を！です。ひらくには様々な意味がありますが、閉じたものを開け広げ、新たに物事を

始める意味があります。 

 右上の参考にした審議委員の意見は、やりたいと思ったことをちゃんと受け止められる社会を実現

することで好循環が生まれるとの意見や、審議委員一人一人の理想の未来を真剣に発表している

様子に本当に感動しているとの意見、今後ますます広がる多様なライフスタイルを応援することを伝

えてほしいとのご意見です。 

 考え方ですが、こどもからお年寄り、障がい者など、様々な人々や地域が様々な思いを持って生活し

ています。市民一人一人の思いは貴重な財産であり、輝き続けるもの、そんなすてきな思いがまちを

彩り、すてきな思いが輝くまちであり続けたい、そんな願いを込めて策定しました。 

 少子・高齢化、人口減少が急速に進む社会では、これまでの考え方ややり方が通用しない場面が

生じます。一人一人のすてきな思いとほんのちょっとのチャレンジが合わされば、今よりきっとすてきな

福井市が始まります。さあ、福井はこれから。さあ、楽しもう、チャレンジする毎日をでございます。 

 今回、様々な機会を通して、これまで以上に市民や若手職員と意見交換し、策定作業を進めていま

す。総合政策課でも、藤島中学校や会議所の青年部、公募したＺ世代の市民、庁内の若手職員など

とワークショップをしました。みんなが目を輝かせて、真剣に福井市の理想の未来について発言して

おり、正直心強いなと感じました。このままあらゆる世代が福井の未来についてすてきな思い、意見を

持ち続ければ、きっと福井市はよくなると感じたところから策定しています。 

 また、サブテーマを楽しもう、チャレンジとすることで、チャレンジへのハードルを下げ、強制感がなく、

みんなで楽しんでチャレンジしてもらうことをイメージしています。 

 工夫した点は、彩りを加えることで思いがまちを彩るイメージ、彩りに豊かを加えることで思いの広

がり、また思いを想いにすることで感情が込められた思いのイメージを加えています。 

 キーワードは、多様、福井らしさ、つながり、広がり、チャレンジなどでございます。 

 この案につきましては、市長協議や各部会長などで構成する調整会議を終えて、最終的に残った一

案となります。ご審議よろしくお願いいたします。 
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○部会長 

 ありがとうございました。 

 この将来都市像ですけれど、先ほど私が言いました10月３日に審議会の会長及び各部会長で構

成する調整会議が開かれまして、私が部会を代表して出席し、協議をさせていただきました。 

 協議の結果、今後の福井市の将来を見据えた将来都市像にふさわしいものであること及び部会の

意見を踏まえていることを確認しております。委員皆様のご賛同をいただきたいと思いますが、ご意

見、ご質問はございますでしょうか。ありましたらよろしくお願いいたします。 

 結構幾つか案がありまして、この前の審議会の会長、部会長の会議でも皆さんこれが無難だと言っ

ておりまして、中身はかなり厳選したものだと思っておりますが、いかがでしょう。 

○委員 

 言葉尻の問題かもしれませんけど、楽しもうという言葉、これはいろいろな意味があると思うんです。

ただの娯楽とも捉えられますし、逆に言うと、チャレンジして、それを乗り越えてこそ楽しく感じられるの

であって、ただ遊びとか娯楽とか楽なこととかでの楽しいという意味ではないなと思うので、楽しいと

いうのがもう少し深い意味でのことをもっと表現できていたらいいのかなと感じました。 

○部会長 

 私の理解では、チャレンジというところで、これも楽しもうということで合っているんではないかという

ような理解だったんですけれども、委員の今のご意見はご意見としてお聞きしながら、また整理してい

きたいと思います。 

それを私たちからまた伝えていかなくてはいけないと思いますので、大変貴重なご意見ありがとうご

ざいました。 

 ほか、どうでしょう。 

若い方のご意見を聞きたいということで、委員から意見を聞きたいなと思うので、よろしくお願いしま

す。 

○委員 

 特に具体的にどうこうという意見はないんですけれども、タイトルがちょっと長い気がするというとこ

ろが、若い人向けだともう少し短めで、ぱっと見て分かるようなそういった体裁を取るほうがどちらか

というとインパクトに残って、なかなか難しい話ではあると思いますが、いいかなというふうに感じまし

た。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 彩り豊かな想いかがやく、未来ひらくまち。一息に言うにはちょっとしんどいかもしれないですね。こ

れも今の若い方のご意見ということで、また事務局、私ども含めてもう一回検討してみたいと思いま

す。 

 結構頑張って短くはしたんですが、あまり短くすると意味が通じないかなとも思ったりして、こういう

形になったということです。ご意見ありがとうございます。また検討させていただきます。ありがとうござ

いました。 

 ほかにご意見あればですが、よろしいでしょうか。 

 では、一応、今の時点でほかにないようですので、第３部会としては、将来都市像は案のとおりとして

よろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。全会一致っていうことで、この案を第３部会の意見ということでさせていただ

きます。ありがとうございました。 



【議事要旨】 

- 5 - 

 以上、将来都市像（案）についての審議を終了します。 

 

（２）政策10「農林水産業に関する政策」について 

○部会長 

 次いで、政策10「農林水産業に関する政策」について、事務局から説明していただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○事務局 

 それでは、資料８の第九次福井市総合計画原案の12ページ、政策10「農林水産業に関する政

策」をご覧ください。 

 資料の上部、オレンジ色の背景の部分が政策階層、資料の下側、左側から、現状、課題、施策となり

ます。第１回の専門部会では、原案として示した政策階層を基に各委員からご意見をいただきまし

た。今回は、第１回までの意見などを基に作成された下部、右側の施策を中心に議論していただきま

す。 

 まず、「農林水産業に関する政策」の現状、課題についてですが、第１回専門部会でご説明したとお

り、担い手の確保、育成、経営の安定化などの取組による持続可能な農林水産業のさらなる推進

や、情報発信、販路の開拓、拡大の取組強化が重要となっています。 

 このような現状、課題を踏まえ、次の５つの施策を掲げました。 

 まず、１番、持続可能な農業を推進する、についてです。 

 意欲ある新規就農者の参入促進と定着を図るため、就農先の紹介や農地の斡旋、給付金の交付

などの支援の充実に取り組みます。また、ＳＮＳなどを活用し、次の世代を担う若者が参入しやすい就

農体制づくりを進めます。 

 さらに、トレーニングファームや園芸塾を実施し、新たな園芸農家を確保、育成します。 

 このほか、複合経営の推進、基盤整備や農地の集積、集約化の促進、デジタル技術などを活用する

スマート農業の導入を支援し、農業者の所得向上や食料の安定供給の確保につなげるとともに、環

境に配慮した農業に取り組みます。 

 次に、２、ブランド化や販路開拓等新たな可能性にチャレンジするについてです。 

 ふくい鮮いちばなどでの販売イベントや学校給食などを通じて、本市の食の魅力を積極的に発信

し、認知度の向上と地産地消の拡大を図ります。また、魅力ある園芸作物の普及に向け、ニーズを把

握し、試験研究に取り組みます。 

 さらに、金福すいかやきゃろふく、三里浜オリーブなどの本市の特産品について、地域商社と連携し

ながらブランド力の向上に取り組むとともに、ＥＣサイトなどを活用した販路開拓、拡大に取り組みま

す。 

 次に、13ページ、３、稼げる林業を推進するについてです。 

 森林環境譲与税を財源として、森林整備や人材育成、木材利用の普及を推進します。また、県民衛

星などのデジタル技術などの活用による生産性の向上や事業者の連携強化により、県産材、市産材

の供給体制の強化や需要拡大を図り、稼げる林業の構築を進めます。 

 次に、４、稼げる水産業を推進するについてです。 

 稚魚、稚貝の放流やこしのさくらます、ふくいサーモンの養殖など、つくり育てる漁業への取組を支

援することにより、水産資源の維持、安定した漁業収入の確保につなげます。また、省力化や生産性

の向上につながるスマート水産業の導入などに支援することで、漁業取得の向上に取り組みます。ま

た、新規就業者の確保、サポートや就業環境の改善などにより、担い手の育成に努めます。 

 最後に、５、農地、農村の環境や景観を守り活性化を図るについてです。 
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 中山間地域の農業を地域で支える活動への支援を通じて農業生産活動の継続を図るほか、耕作

放棄地の解消を推進するために不耕作地での景観作物などの作付を支援します。また、越前水仙

の産地活性化や品質向上を進め、出荷量、ブランドの維持に取り組みます。獣害対策の効率化を図

るため、先進的手法を導入することで、農業、生活被害の軽減に取り組みます。 

 以上で政策10の説明を終わります。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 では、この項目について、ただいまのご説明を踏まえた上で委員の皆様からご意見をいただきたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

○委員 

 内容については、ここに書いてあるとおりだと思うんですけれども、ただ実効性がちょっと難しい部分

もあるのかなというような文言が入ってはいるんですが、しかしながらやはりこれをやっていかないと

農林水産業が衰退していくというようなことで、それに歯止めをかけるためにはこれをやっていかなく

てはいけないんだろうなといったことで施策として上がっておりますので、これは大事なことですし、そ

のとおりだと思っています。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 大まか、この内容というのは持続可能性とブランドと稼げる林業、水産業、そして農地、農村の環境

というようなところで、キーワードはそのようなものだと思いますが、その辺については今も委員おっし

ゃっているように、中身は別段、特段言うことはないと。ただしかし、実行が難しいものもあるけれども、

でもやっぱり農林水産の発展を考えると、こういった施策は前向きに取り組まなくてはいけないという

ようなご意見だったかと思います。ありがとうございます。 

○委員 

 これは、農業も林業も水産業もそうですが、業に対してもっとアピールといいますか、イベントとかそう

いったことも含めて、業そのものをアピールしていく施策が何か必要じゃないかなというようなところ

でございます。 

○部会長 

 福井県全体的にそういうことが重要かなと思うんですが、特に第１次産業に関わるようなところにつ

いては、特に関係する方も結構静かというか、おとなしいというか、そういうこともありますので、声を上

げて、その業についてもっとＰＲしていくべきだというようなことです。それは私も賛成です。ぜひそのよ

うな形で実行できればと思いますので、貴重な意見どうもありがとうございました。 

 ほか、どうでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

では、ここで一旦はこの政策10についての審議を終了させていただきたいと思います。 

 

（３）政策11「商工業に関する政策」について 

○部会長 

 次に、政策11「商工業に関する政策」について、事務局から説明のほどよろしくどうぞお願いいたし

ます。 

○事務局 

 それでは、資料８、原案14ページ、政策11「商工業に関する政策」をご覧ください。 
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 現状、課題についてですが、成長分野への新たなチャレンジへの支援や事業承継の促進に取り組

むことが重要です。また、若者の地元就職を促進するとともに、外国人などの多様な人材の能力など

を活用しながら、安定した労働力を確保する必要がございます。 

 このような現状、課題を踏まえ、次の５つの施策を掲げました。 

 まず、１番、地域の商工業を振興するについてです。 

 デジタル技術を生かした新技術、新商品の開発や販路開拓支援、業務に必要な知識を学ぶリスキ

リングの取組などを支援し、企業の稼ぐ力の向上に取り組みます。また、ＤＸ推進を原動力に、地元の

誇りとなる魅力ある企業づくりに取り組むとともに、地元の食材や文化、伝統技術などの様々な地域

資源を活用した魅力ある商品を創出し、商業、サービスの発展に取り組みます。 

 次に、２、企業立地を推進するについてです。 

 成長産業の誘致や市内企業の事業拡大に対応した企業立地を推進することで、本市産業の発展

を図ります。また、県と連携し、新たな産業団地を整備し、若者や女性に選ばれる企業の誘致に取り

組みます。 

 次に、３、創業や事業承継を促進するについてです。 

 若者の創業支援や、嶺北連携中枢都市圏内の商工団体や市町などと連携した円滑な事業承継支

援により、次世代を担う人材育成に取り組みます。 

 15ページをお願いします。 

 ４番、地元で働く魅力を発信するについてです。 

 本市の魅力や企業の優れた技術などを積極的に発信することで、本市へのＵＩターン就職のさらな

る促進を図ります。また、市内中小企業に就職した若者の経済的負担を軽減し、地域に必要とされる

人材の確保につなげます。 

 最後に、５、多様な人材が活躍できる雇用環境を推進するについてです。 

 働き方改革の推進により、一人一人の状況に応じた働きやすい環境づくりがより一層求められてお

ります。本市においても、柔軟な働き方に対する理解促進など、魅力的な雇用環境づくりへの取組を

支援します。 

 また、障害者や高齢者、外国人などの多様な人材の能力を活用しながら、安定した労働力を確保

するための取組を支援します。 

 以上で政策11の説明を終わります。 

 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの説明を踏まえて、委員の皆様方からご意見等をいただきたいと存じますが、い

かがでしょうか。 

○副部会長 

 ３番目の創業や事業承継を促進するという部分なんですけれども、ここに書いてあることは確かに

大事なことだと思うんですが、もう一つ何か付け加えられるものがないかなと思ったときに、来年度で

すか、県立大学に地域政策学部ができますし、そういった若い人たちが何かしら既に起業している人

たちと混じり合う中で、新しい取組が始まるとか、新しいビジネスを生み出すみたいな、そういうイノベ

ーションが起きるような場をつくるということも何かしら盛り込めないかなということを感じているんで

すけれども、一つ一つの伴走支援とか、次世代に引き継ぐということではなくて、生み育てる場という

のを何かここで１つ盛り込めるといいなという気がいたしました。 
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○部会長 

 来年、県立大学に新しい学部ができるということで、そこへの期待を描きつつ、ただそこに頼ってい

るだけでも駄目なので、私たちがやはり実際にそこに何らかの仕掛けとかアクションを起こすというよ

うなとこも大事だと思います。今のご意見を聞いて思いました。 

 そういう意味では、何かしらの仕掛けづくりといいましょうか、若者と高齢者とか、若者同士の仕掛け

とか連携とか、そういうような仕掛けをつくっていくことも重要なんだと改めて思いました。ありがとうご

ざいます。 

○都市政策部次長 

 貴重なご意見ありがとうございます。 

 まちなかにつきまして、資料の政策２をご覧いただきたいと思います。ページでいきますと２ページで

ございます。 

 その一番下の部分でございますけれども、今ほど委員にご指摘いただきましたことは、ちょぼの２つ

目、まちなかを舞台に多様な人が集うきっかけづくりや気軽に交流できる場づくりなどに取り組むこと

で、まちづくりへの参画意識を高めますというような形で、いわゆる福井市の中心部においてはこうい

った場づくりを我々都市政策部としては考えてございます。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 既にこのあたりは埋め込まれているという考えですね。ありがとうございます。 

 ほか、どうでしょうか。 

○委員 

 ２番の雇用の件ですけれども、魅力的な雇用ということなんですけれども、中小零細企業とかは人

手不足で困っていて、大企業とかにみんな優秀な人材を採られてしまって、中小企業に回ってこない

と、人がいない、これが今大きな課題になっていると思うんです。 

 雇用は、先ほどおっしゃってた成長産業とか、福井に適した会社、工場とかを誘致すると人が足りな

くなって、ますます地元の業者は人手不足で悩むことがあるので、若者が流出することを防ぐための

雇用というんですか、そういうのに特化してやっていかないと、人がますますいなくなる。人がいなくて

もできる会社だったらいいのかも分かりませんけども、そういったところを少し留意して、ただ単に工場

誘致とか企業立地だけではなくて、もっと厳選したものでなくてはいけないのではないかなと。特に若

者が都会に出るのを防ぐための会社、工場、先進的な会社、これに特化してやはり誘致していかない

といけないかなと、そのように思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 この前も、福井はものづくりですから、ものづくりの分析をやりましたが、やはりものの見事に付加価

値の低い産業であるということが改めて理解できたんですが、戦後何十年も同じような形でいってい

て何も進化しないというとこがあります。その中で今、委員おっしゃったように、新たな何か道をつくる

という意味では、それが結構行動力のある若者の活躍する場をつくってあげるというか、チャレンジす

る場の創出というのは大事だと思いますので、そこら辺も踏まえた上で、実際の政策や施策に移った

ときに中に盛り込まれるといいなというようなことを私も思いました。 

 ほかはどうでしょうか。 

○委員 

 ２番の企業立地を推進するに関してなんですが、現在日本では、企業や産業団地等は都市圏だっ

たり、あと太平洋のほうの工業地帯だったりなどに集積しているというのが現状でありますので、今後
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南海トラフ巨大地震などのいろんな有事なども懸念されますし、福井市にとっても、日本にとっても企

業立地の推進というのは非常に有意義なのではないかなというふうに感じました。 

 しかしながら、福井市は冬の時期に雪が多く降り積もったりして、陸の孤島と評されることがあります

ように、立地的な課題などを抱えている印象がありますので、少しでも流通の便がよくなるように、交

通インフラの整備だったり、雪が降ったりしたときにも渋滞などを起こさないように、融雪に関してもう

少し見直していったりということが必要になってくるのではないかと感じました。 

○部会長 

 福井というのは日本のど真ん中にあって、立地環境というのはいいはずなんですけどね。実際そこの

ところ、やはり雪という問題もあって、そこを克服できない福井があって、なかなか人が入り込めないと

いうところがあるんだろうと思います。 

 今、委員がおっしゃったように、そこら辺を乗り越えるというか、超えてしまった輝く福井づくりといいま

しょうか、そういうまちづくりを、これは地味にやっていかなければ仕方ないかなとは思いますけれど

も、一個一個の利便性が非常に本当は高いというところを先ほどのＰＲと同じだと思うんですけれど

も、そこら辺を克服しながら、ＰＲしながらという感じでやっていくことも必要だなということを改めて思

いました。大変貴重なご意見ありがとうございます。 

○委員 

 企業立地の話があったので、今日たまたま午前中、県外の会社から福井に進出したいと、ＰＦＩの事

業を展開したいと相談があったんですが、そういったことを考えるけれど人がいない。事業の共同展

開と雇用という話があったので、人さえいればすぐにでもやりたいという話でした。企業立地を推進す

る上で、どのようにしたら人材が雇用できるのか。これが人材を雇用するためのネットワークなのか、

そういった働きたくなるような仕事内容のコンテンツの造成なのか分かりませんけれども、そういった

体制もあると企業もどんどん誘致しやすくなってくるんではないかということを改めて感じました。 

○部会長 

 本当に人がいなくなりましたもんね。ただ、私はびっくりしたんですが、仁愛大学というのは、学生の

数は少ないですけども90％以上福井出身で、就職先も福井なんですよね。そこが結構福井内で完

結していたはずなんだけれども、でもどこに、どう就職しているかも分からないということで、そこら辺

を少し見える化もしながら、若者もちゃんと残れるよみたいなところを見せていく必要があるのかなと

いうようなことを今の委員のお話から感じたところです。 

 いずれにしても人がいないので、本当にいないですもんね。なので、少しでも福井に立ち止まらせる

というのは、仕事以外の分野でもやはり必要なのかなって。遊びの分野でも当然整備は必要だろう

し、いろんな人が生きていく上での住環境、いろんな意味での住環境整備っていうのはやっていかな

くてはいけないということを思いました。ありがとうございました。 

 どうでしょう。ほかにありますでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 政策11については、今言ったような人の問題、それと企業立地というのは永遠の課題ですけれど

も、企業誘致を有効なものにするにはやはり人がいなくてはいけないということで、これは前とつなが

ってくるんでしょうけども、そこら辺のこれからの対策というのをやりながら進めていかなければいけな

いなということを思いました。ありがとうございます。 

 では、政策11についての審議を終了させていただきます。 

 

（４）政策12「観光に関する政策」について 

○部会長 
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 次に、政策12でございます。「観光に関する政策」について、事務局から説明よろしくお願いいたし

ます。 

○事務局 

 それでは、資料８、原案の16ページ、政策12、「観光に関する政策」をご覧ください。 

 まず、現状、課題についてですが、令和11年春に予定している中部縦貫自動車道の県内全線開通

など、本市では観光誘客など、交流人口の拡大を図る絶好の機会を迎えています。しかし、福井の全

国的な認知度は依然として低く、首都圏などにおいて認知度向上やイメージアップの強化を図る必

要があります。また、県内に宿泊する外国人は、都道府県別の順位で下位に低迷しています。県や嶺

北連携中枢都市圏の市町、民間事業者などと連携しながら、地域資源を生かした観光によるまちづ

くりを推進することで、交流人口、関係人口の拡大、地域経済のさらなる活性化につなげていく必要

があります。 

 このような現状、課題を踏まえ、次の３つの施策を掲げました。 

 まず、１番、観光資源を磨き上げるについてです。 

 本市観光の３つの拠点、一乗谷、まちなか、越前海岸のさらなる磨き上げとともに、様々な観光資源

の連携による魅力ある広域観光ルートを提供します。また、福井の地域資源の魅力を生かした、イン

バウンド誘客にもつながる体験交流型観光メニューの充実を図ります。 

 次に、２、誘客プロモーションを強化するについてです。 

 本市のイメージロゴ「福いいネ！」をプロモーションの旗印として、福井の魅力を全世代で共有し、共

感を醸成するとともに、対外的な情報発信に取り組みます。 

 また、県やふくい嶺北連携中枢都市圏の構成自治体とも連携し、一体的かつ集中的に情報発信す

ることで、観光地としての認知度向上につなげます。 

 さらに、若い世代や外国人観光客に訴求力のあるＳＮＳなど、インターネットを積極的に活用し、ター

ゲットに応じた効果的な情報発信を行います。 

 最後に、３、おもてなしの充実を図るについてです。 

 本市を訪れる観光客をおもてなしの心で温かく迎える観光おもてなし運動を推進するとともに、本

市の魅力をしっかりと伝えることができる観光ガイドの育成に取り組みます。また、外国人観光客に本

市で快適に過ごしていただくため、キャッシュレス、インターネット環境の整備など、受入れ環境整備

の推進を支援します。また、デジタル技術を活用するなどし、二次交通など観光地へのアクセスの充

実に取り組みます。 

 以上で政策12の説明を終わります。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 観光というところは、少し時間を持っていろいろ議論をしたいと思ったところです。なぜかというと、去

年の３月16日に新幹線が通って、長い間福井というのは製造業と建設業の地域でしたけれども、そ

こが今大きく変われるチャンスを得たというふうに思っているんです。ところが、１年たってみたら、いつ

の間にか新幹線とか吹っ飛んじゃって、あまり盛り上がりに欠けたなというようなことを非常に思って

います。これは、私たち一人一人の認識を新たにしなくてはいけないなと思いますけれども、いずれに

せよ福井が今変われるチャンス、それは何かというとやはり観光業を中心に産業構造を転換していく

ことができる環境にあるということだと思うんです。 

 ここについては、今のご説明を基にまたいろいろ委員の皆様方からご意見いただいて、足りないとこ

ろを補いながら、いいとこは伸ばしながら、ここのところを議論していきたいと思いますので、よろしくお

願いします。 



【議事要旨】 

- 11 - 

○委員 

 「福いいネ！」って、福井のいいところを共有するというのはすごくいいなと思うんですけど、観光誘客

をするときに効果があるかというと僕はそうじゃない部分があるかなって実は思ってまして。例えば、イ

ベントでいうと、いいねフェスタというイベントとそばフェスタだったら多分そばフェスタのほうが人が来

ると思うんです。「福いいネ！」という概念の中に福井のいいところってそばがいいよとか、チアダンが

いいよ、朝倉氏遺跡いいよって、たくさんいろんないいねがあったと思うんです。そのいいねをたくさん

含めたいいねフェスタってやっても、多分一般的な人からするとこれは抽象的で引っかからない、どう

しても動機が弱くなってしまう。これは別に観光だけじゃなくて多分全てのコンテンツ要素の中の基本

だと僕は思っているんです。 

 そうすると、「福いいネ！」っていったときに県外の人って抽象的であまり伝わらなくて、なので使い方

としては「福いいネ！」というとこで福井っていいところがたくさんあって、そのいいと思うこの価値観っ

て人それぞれなので、そこをしっかりみんなで共有し合って福井のいいところをまず理解していただ

く。理解していただくっていうとこの福井県内のインナーブランディングとしてはそれでいいと思うんで

すけど、じゃあ逆に観光客にアウトプットするときっていうのは「福いいネ！」じゃなくて、その中で観光

客に響くであろうコンテンツというものを拾っていって、そこを上流のアウトプットコピーにしていって発

信していく。それが、そばなのか、朝倉氏遺跡なのか、チアダンなのか分かりませんけれども、「福いい

ネ！」という上流概念でアウトプットするんではなくて、もっとコンテンツをとがらせて、そこに対してアウ

トプットしていく。 

 そういうビジネスでもランチェスター理論とか、弱者ほど基本的には絞ってやっていかないと勝てな

いというとこがあると思うんですけど、福井って完璧に観光弱者だと思いますので、そこは１つずつを

広げるんじゃなくて、絞って絞って絞って観光誘客をしていって、いろんな人たちにいろんな動機で引

っかかって福井に来てもらうっていうような観光戦略も大事なんじゃないかなというふうに思っていま

す。 

○部会長 

 簡単に言うと、「福いいネ！」っていってもどこがいいのか分かららないという理解ですか。 

○委員 

 「福いいネ！」といっても、基本的に抽象的なことで集客や、新規を獲得するのは難しいと思うので、

例えば富山県って寿司ってやってますけど、すごい当たっているんですね。寿司という分かりやすいイ

メージが湧く。また、抽象的な概念は基本的には集客力が弱いんですよね、僕がフェスタをやった、こ

どもわくわくフェスタ、こども学びフェスタよりもこども習い事フェスタのほうが人が来るというのは、何

となくわくわくとかって言われるよりも、習い事という明確なほうが集客できるという、まちづくり福井さ

んとかでもあげフェスとか、あげって分かりやすいほうが来るとか。基本的にコンテンツはとがってい

たほうが、分かりやすいほうが集客できるというのがあるんで、多分一概には言えないですけども、あ

る程度絞ってやっていったほうがうまくいっていくケースがあるんではないかなということで。 

 １つに絞れという意味じゃなくて、個人的には、「福いいネ！」というインナーブランディングの中で、い

ろんないいコンテンツを１つの主人公で上げていってアウトプットしていくというやり方のほうがいいん

ではないかと。 

○部会長 

 絞って分かりやすく、そういったコンテンツをできるだけ出す。 

○委員 

 例えば、そばがいいとすれば、全国のそば好きにとっては引っかかるわけじゃないですか。チアダンと

いっても、どこに引っかかるか分かりませんけど。人って動機があって来るので、じゃあ「福いいネ！」っ
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ていわれたときに動機となるかなと考えたときに、人が行きたいという動機が生まれるのかなと思った

りしたので、そこの動機づけ。キャッチコピーが出た瞬間に、あっていう、自分が行きたいなという動機

が生まれてこないと集客って難しいのかなと思っているんで。そういったアウトプットコピーをつくって

いったほうがいいんではないかと僕は思っています。 

○部会長 

 分かりました。そこら辺をもっとリアリティーというか、分かりやすく言っていかなくてはいいけない。 

 観光というと、つい私たちは北のほうに金沢があって、西、南のほうに京都があるので、そこの観光

資源と同じような形で比較してしまうようなことがあるんですね。正直に言って、金沢とか京都と持っ

てる観光、歴史資源なんか比較したって絶対福井は勝てないので、そこら辺、一味違った観光資源と

いうのをやはりつくっていかなくてはいけないんだろうと思っていて、今、委員がおっしゃるように、その

中にそばとかいろんな食材だっていいものあるし、そこら辺を一個一個分からせて、そして磨いて、そし

て打って出るというか、そういう工夫をやっていかなくてはいけないんだろうと思いました。ありがとうご

ざいます。 

 ただ、誰がやるのといったときに、誰がするんでしょうねみたいなとこで、皆さん引っ込んでしまうみた

いなとこがあるんで、そこを解消していったらいいですかね。 

○委員 

 別に仕掛けづくりや仕組みづくりだけだと思うので、「福いいネ！」というのは僕はすごくいいコンセプ

トだと思っていますし、そこはしっかり県内の方に対してインナーブランディングをして、そこから県内の

方から出てきた福井のいいところというものを、じゃあこのコンテンツは県内の方が喜ぶんじゃない

か、これは県民がいいねと思ったコンテンツなので、そこでエビデンスも取れてるわけじゃないです

か。そこで引きがあるものをどんどん自治体としても、福井市がこのコンテンツであれば県内だな、売

れるなと思ったものを幾つかピックアップして、アウトプットして、これは「福いいネ！」という福井県民

がいいと思ったものでエビデンス取れてしてる福井のいいとこですよみたいな。ただ、動機づけとして

は「福いいネ！」ではなくてコンテンツから入ってくるっていうようなやり方のほうが僕はいいんではな

いかなと。 

 ごめんなさい。マニアックな話してしまって。ここで話すべきことじゃないかもしれないですけども、ちょ

っと思ったので。これはよくあるあるというか、いろんなプロジェクトでこういったことはあるあるなの

で。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 ほか、どうでしょうか。 

○委員 

 施策の①番の観光資源を磨き上げるというところの最後の黒ぽつですね、福井の地域資源の魅力

を生かした、インバウンド誘客にもつながる体験交流型観光メニューの充実を図りますとあるんです

けれども、この福井の地域資源の中に、（自然、歴史、文化、産業、食など）というように記載があるん

ですけれども、個人的にはここにぜひ人という文字を入れていただけるとうれしいなと思います。 

 確かに、自然や歴史、文化、それを目的にお客様がお越しいただくことは間違いないと思うんですけ

ど、じゃあそのお客さんが２度、３度福井にお越しいただけるかというと、やはりリピートしていただく動

機づけに一番なりやすいのが福井の地域資源の中では人なんではないかなと思ってまして、リピータ

ーを増やすためにも人が重要だというようなことが何かしら伝わるといいなと思ったりします。 

 そういう意味では、③のおもてなしの充実を図る、のところの黒ぽつの２番目のところに、観光ガイド

の育成に取り組みますと書いてあるんですが、これがまさに要は福井の魅力をお客様にお伝えする
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観光ガイド、人の魅力の最たるものなのかなと思っています。できればこの観光ガイドの育成のところ

に、シニア人材の活用みたいなニュアンスも含まれているとなおいいのかなと思ったりしました。 

 それから、政策階層のところに、福井嶺北連携中枢都市圏の構成自治体とも連携し、広域観光や

外国人観光客の誘客を推進という言葉があるんですけれども、もちろんこれも重要なことかと思って

おりますけれども、特に外国人観光客の誘客を推進するという意味においては、この嶺北での連携だ

けではちょっとエリアとして狭いのかなというふうに思ってます。例えば、中部縦貫道の全線開通を見

据えた中では、極端なことを言うと隣県、岐阜県との連携とか、それから一乗谷と関ヶ原みたいなつ

ながりもあると思いますので、もちろん嶺北の連携、県内の連携というのはすごく重要なんですけれど

も、視野としてはもうちょっと広めに持っておく、特に外国人の観光客をターゲットにするのであれば、

そういう視野も重要なのかなと感じました。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 人というところに重きを置いたご発言をいただきまして、私は生粋の福井人ですけれども、福井人か

らすると本当に地域資源の一つとして人って言っていただけるというのはありがたいんですけれども、

それに応えられる人になってるかというのが一番個人的には心配なんですけども、そこをどうクリアし

て、もう一皮、二皮むけて、海外も含めて外から来られる皆さんに満足いく福井をつくり上げるための

人というのをどうつくり上げるか、これについてはどうお考えなのかお聞かせ願いたいと思います。 

○委員 

 私も県外から福井に参りまして、一番強く感じているのが、地域のつながりの濃さ、強さというのをす

ごく感じています。私もそんなに大して大きい都市に住んでいたわけではない、愛知県の名古屋市に

住んでいただけなんですけれども、それでもご近所付き合いとか地域のつながり、お祭りもなくなって

しまいましたし、要は地域を支える人がどんどんいなくなってしまったがゆえに、地域の関係がどんど

ん薄れていってしまって、それはそれである意味気が楽だと言ってしまえばそれで終わってしまうんで

すけれども、福井に来たら隣近所とのお付き合いとか、それからお祭りがあれば動員がかかるし、神

社のみこしを担いだりとか、そういう役回りが回ってきたりとか、古きよき時代のいいところが残ってい

るんではないかと思っていまして、それを言葉で表現するのは難しいんですけれども、それが一つの

文化なんではないかと思うんですね。 

 私のよく携わらせていただいている、前にもちょっとお話ししましたけども、教育旅行で今、民泊がは

やっているという話をしたんですが、実は日本人の学生さんだけではなくて、海外からのインバウンド

のお客様もわざわざ農村で民泊したいというお客さんが結構増えておりまして、そういう人たちが何

を求めてくるかというと、純粋に日本らしい風景を見たいとかというのももちろんあるんですけれども、

田舎暮らしというか、農村で暮らしていらっしゃる人と触れ合うことにものすごく喜びというか価値を

見いだして、喜んで帰ってくれるんですね。 

 地域資源って、何かお金をかければいいとか、光輝かせなきゃいけないとか難しく考えなくて、ふだ

ん観光で来るお客様が日常で経験できないことを福井に来たら経験できる、それこそそれがそのま

ま地域資源なんじゃないかなと個人的には思います。 

○部会長 

 本当にそうだと思います。今、委員がおっしゃるように、プロの目で見て、人の優しさとか、そういった

ところが外に出てくるような福井であるといいなと思いますけれども。 

 私の経験談なんですけど、二、三年前に福井に大雪が降って、そのときに何を発見したかといった

ら、先ほど福井は地域コミュニティーも結構大きい、高いとおっしゃいましたが、それまで私的には、私

はものすごい田舎に住んでいますので、地域のそういったコミュニティーもなくなったなと思うんです。
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隣の人、誰が住んでいるか分からないみたいな、そういう状況のところが増えているような気がするん

です。その中で、何年か前に大雪が降って、そして皆さん、誰が声かけたわけではないんですけども、

１人、２人と道の雪をどかしに出てきたんです。そしたら、結構いろんな方が地域内に住んでいらっし

ゃって、雪を通して初めて何か新たなコミュニティーを感じられたってことがありまして、ふだんは私た

ちはまるで無頓着なんですけれども、そういう雪と地域コミュニティーっていう話でしたが、日常的に

もそういうチャンスをできるだけ多くつくっていくことも大事かなと今思いました。 

 どうでしょう。まだまだご意見いただきたいんですが。 

○副部会長 

 今の委員の広域連携の話とちょっと通じる部分もあるんですけれども、１番の観光資源を磨き上げ

る、の一番下のところに、地域資源の魅力を生かしつつインバウンド誘客にもつながる体験型交流と

いうことで書いてあって、２番目のところの２つ目のちょぼの首都圏や関西に対する情報発信につい

て、福井嶺北連携中枢都市圏の構成自治体と連携しというところが、２つうまくつなげたところが書け

ないかなと思って。 

 というのは、体験型交流観光というと、どうしても福井というよりも丹南のほうがいろんな伝統工芸な

どインバウンド向けにはすごく刺さるのかなという気がしているんですね。そういうところの体験は１回

行って、一、二時間で終わらせることももちろんできるんですけれども、本当にしっかりやりたい人はか

なり泊まり込んで、何日もかけてそういう体験をしている人もいるということで、そういうことを福井の

売りにしていったらどうなのかな。 

 そのときに丹南であったりとか、例えば永平寺の酒造りとかっていうのもその一つになると思うんで

すけれども、そういったものはそれぞれの丹南であれ、永平寺のほうでできたりするんだけれども、や

はり宿泊するところがないというところで考えると、そういったところは福井が役割を担うというような、

嶺北一円の中でいろんな役割分担をしながら地域連携も図れるし、体験型交流も一、二時間で体

験するというよりも、本物を目指した体験型交流みたいなところで、きちんとインバウンドにアピールし

ていくというか、情報を伝えていくというようなことも、今からいって40位台から上に上がっていこうと

思うと、ほかと同じことをするというよりも、そういう福井ならではの世界観をそこでつくり上げていった

ほうが可能性があるのかなというようなことを感じました。 

○部会長 

 なかなか四十何位から上がるのは難しいですから、どっかに絞って１つでやったほうがいいよという

ご意見だったかなと思います。ありがとうございます。 

○委員 

 今、自社の事業で宿泊事業をやっていて、県外のお客さんもたくさん来られるんですけど、場所とし

ては越前海岸に宿があって、アクセス的にはそんなに決していいとは言えない場所なんですけど、意

外とお客さんが来てくれるなと思っているところでして、その来てくれたお客さんが福井に来てどんな

ところに行くのかなと。僕としては、やはりずっと越前海岸でお世話になってきたっていうこともあって、

越前海岸でゆっくりしてほしいなという思いもありながらなんですけど、福井旅行に来た人は、どうし

ても東尋坊とか、永平寺とか、恐竜博物館とか。恐竜博物館なんかは、越前海岸から行くと100分ぐ

らいかかるようなところなんですけど、それぐらいの距離だったら逆に言うと車ですいすい動いてくれ

るというようなところがあって。なので、結構ベタな福井旅行をしていくという感じなんですね。 

 そうなったときに、じゃあ東尋坊とか永平寺とか恐竜博物館って、これは福井市の総合計画ですけ

ど、福井市の中にないっていうところで、新幹線とか交通のハブは福井市にあるので、そういった意味

で福井市に立ち寄るっていうことはあると思うんですけど、何か観光的なところで、今言ったような観

光地の中の次ぐらいに、例えば一乗谷の朝倉氏遺跡がちゃんと福井県で検索されたときにそこがば
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っと上がってくるとか、観光連盟さんのサイトとか福いろとかでも上がってきているとは思うんですけ

ど、そういった公式での発信としてもそうだし、市民の認識としてもちゃんとそういった一番メジャーな

観光１位の次に一乗谷もむちゃくちゃいいですよとか、養浩館もいいですよというお話が出てくるよう

な状態というのが本当はいいんだろうなと思っていて。 

 そう考えたときに、僕も実は一乗谷のミュージアムができてからまだ行ったことはないんですけど、市

民がそういった地域の観光資源に触れる機会が大事なのかな。もしかしたら次の地域資源の話にも

つながってくるかと思うんですけど、一番観光客が信頼できる情報って地元の人の話だと思うんで、

地元の人が本当に自信を持ってお薦めできる観光地として今言った一乗谷であったり、養浩館であ

ったり、福井市内にある観光地が自然と上がってくるような、何かそんな状態が生まれるといいなと思

っているので、そういった意味で観光ガイドの育成というようなお話も書いてあるのはあるんですけ

ど、もう少し観光資源を磨き上げるという意味で、内向きのプロモーションみたいなところももしかした

ら逆に必要だったりするのかなと、思ったりしていたところです。 

○部会長 

 メジャーな観光地というのは誰でも知っているから別にいいのでしょうけれども、次につなぐ、またそ

の次につなぐというところがどうも福井はできていないんだろうなということで、内なるプロモーション

という言葉を使われましたけど、そのとおりだなと思います。 

 そこで私がいつも言うのは、じゃあ県民ってそこまでちゃんと理解して、認識してやってくれるかという

とこには、どうやらせるんだというのが、そこら辺の仕掛けづくりというか、そこら辺をやっていかないと

いけないのかみたいなことをつい思ってしまうんですけど。今の視点というのは非常に重要な視点だ

と思いますので、私たちが心がけないといけないなと思います。 

 ほか、どうですか。 

○委員 

 逆の発想で、観光地があって、宿泊するところを探すというそういった発想ではなくて、例えばもしメ

ジャーな宿泊施設が来るということであれば、そこに対して福井の市内でもいいですし、そういった観

光地、今言う皆さんおっしゃっている朝倉にしても何してもそういったホテルというようなところに福井

市の観光地をアピールする。そして、そのホテルが開業するというようなことになれば、ホテルとしてい

ろんな周りの、ホテルの星野リゾート、これが勝山、そして芦原の方にも来るみたいですけれども。 

 星野リゾートというのはすごいメジャーな名前で、日本全国みんな知っていると思うんですよ。そのと

きに、じゃあ星野リゾートさんにうちが例えばアピールして、こういったところを紹介してほしいみたい

なところでやっていくのも一つなのかなというような考えを持っていまして。例えば勝山のほうでも星

野リゾートさんの売りというのが、化石とか、恐竜というようなところの売りがあって、ただそれだけじゃ

ちょっとあれなので、ほかのところも何か探すんだろうと思いますから、そういった意味合いでホテルを

介してこちらの観光地を紹介してもらって誘客するというような逆の方法もありなのかなと。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 自分たちが自分たちで観光地づくりも重要だけれども、うまくそういう関連施設とか人を利用しなが

ら、利用という言葉はあまりいい言葉じゃないですけども、うまく応援して協力しながら福井を売って

いくということが大事ですよというお話だったかと思います。 

 さあ、ほかはどうでしょうか。よろしいですか。 

 いろいろご意見が出たなと思います。一番思ったのが、地域資源としての自然とか歴史とか文化、

産業等々プラス人というところで、人の地域資源化というところ、人の魅力というのを押し出すことが

必要だし、その例としてシニア人材の有効活用ということで、観光ガイド的なところでシニア人材が頑
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張っている姿もリソースとなるよみたいなことを１ついただいたと思います。 

 ２つ目は、やはり福井の役割ですよね。福井って、丹南というのは宮崎村も入れて５つ伝統的工芸産

業が集まって、じゃあ福井は７つあって、日本全体で140ぐらい伝統的工芸産業があって、福井は７つ

だから少ないようで、実は福井県というのはすごく伝統的工芸産業が多いとこなんですね。福井県の

経済力は0.6しかないけれども、伝産だけで見たら２桁に届くぐらいたくさんあるんで。でも、残念な

がら丹南だから、福井は知らないかもしれないですね。それをうまく丹南の一例ですけど、伝産をさら

にＰＲするための福井の役割的な、そういう立ち位置でいいのではないかというようなお話をいただ

いたような気がします。そうすれば、県都としての福井市の存在価値がさらに上がっていくんだなとい

うことを思いました。 

 それから、３つ目は、メジャーな観光地に続く第２、第３の観光地化をやっていかなければいけない

し、それを語れる福井人をつくっていかなければいけない。内向きのコンテンツとおっしゃられましたけ

ども、まさにそういう内向きのコンテンツをつくり上げて、気がついたら福井全体がすごい観光資源の

満ちあふれた地域に変身しているというようなことを目指してもいいんではないかなということを思い

ました。 

 それから、４番目に、星野リゾートの話も出ましたけど、私たち73、４万人が一生懸命やっても発信

力というのは限られてくるから、そこにもう一つの力、先ほどホテルという話が出ましたが、観光関連

産業の力を取り込みながら、福井の観光産業の魅力を発信していくということを考えてはどうかなと

おっしゃられました。そのとおりだと思います。そんなことをご意見としていただきました。 

 私は、福井が観光と去年の３月16日から言われたときに、福井が何で観光なんかできるかというよ

うなことを思ったんですが、長い歴史の中で、じゃあ京都が何で観光地化したかというと、京都は別に

観光地でも何でもなくて、明治に入ってから観光地をつくり上げたんですよね。いろんな施設をつくり

上げて、一番役に立ったのはやはり京都の自然だったと思いますが、自然を使って130万人の人が

京都市内に入ってくる仕掛けをつくった。それが京都が観光地化した一番の理由だと思うんですが、

あの京都ですら観光地化するためにいろんな仕掛けをつくって、そしてやってきたと。そう考えれば、福

井だって何もない福井から何でもある福井に変えることはできるんだと思いますので、観光産業の誘

致、観光産業化、観光地として福井が育つことも、私は努力次第では可能だということを今日改めて

思いました。ありがとうございました。 

 ほかにないですか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 なければ、「観光に関する政策」については、これぐらいにしておきたいと思いますが。 

 

（５）政策13「地域資源に関する政策」について 

○部会長 

 じゃあ次に、政策13「地域資源に関する政策」について、ここの議論に入っていきたいと思います。 

 では事務局、ご説明よろしくお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、資料８、原案の17ページ、政策13「地域資源に関する政策」をご覧ください。 

 まず、現状、課題についてですが、市民が気軽に文化芸術に触れ、活動に参加できるよう、人材育

成や環境整備を図る必要があります。また、福井の新たな魅力を発見、創出するため、文化、芸術、ス

ポーツなどこれまで十分に生かされてこなかった地域資源を最大限に活用した高付加価値型の産

業や事業を創出する必要があります。 

 このような現状や課題を踏まえ、次の５つの施策を掲げました。 
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 まず、１、心を豊かに育む文化芸術などを振興するについてです。 

 誰もが気軽に文化芸術に親しみ、創作活動などに参加できる機会や文化施設の充実に取り組むと

ともに、未来に継承するため、市民や各種団体の活動を支援します。また、展示、研究発表などをオン

ライン配信することで、本市のみならず、県外におけるファンの増加に取り組みます。 

 次に、２、歴史や文化遺産を保存、継承し活用するについてです。 

 日本遺産として認定された一乗谷朝倉氏遺跡、福井城址、養浩館などの文化財について、石をテ

ーマに紡いだストーリーや、国の重要文化的景観である越前海岸のスイセン畑、下岬の文化的景観

など、全国に誇れる歴史、文化の魅力向上や普及啓発を行い、後世への継承に取り組みます。 

 また、福井固有の歴史や文化遺産を発信することで、市民の誇りを醸成します。 

 さらに、デジタル化することで、教育、観光資源として活用するとともに、次世代に継承します。 

 次に、３、自然科学教育でこどもの夢を育てるについてです。 

 郷土の自然について、楽しみながら学べる環境の充実を図るとともに、こどもたちの興味、関心を高

める取組を推進します。 

 また、県や大学、地元企業、ＪＡＸＡなどと連携強化を図り、セーレンプラネットにおいて、県民衛星プ

ロジェクトにより、衛星から提供されるデータの利活用や最先端技術などを紹介し、こどもたちの夢や

創造性を育む学びの場を提供します。 

 次に、18ページ、４、文化やスポーツの力で元気な町をつくるについてです。 

 資料にはございませんが、まずは文化芸術の定義についてご説明いたします。 

 平成23年に閣議決定された文化芸術の振興に関する基本的な方針によると、文化芸術は、最も広

い意味で捉えれば、人間の自然との関わりや風土の中で生まれ、育ち、身につけていく立ち居振る舞

いや、衣食住をはじめとする暮らし、生活様式、価値観など、およそ人間と人間の生活に関わる全てを

意味するとされています。 

 本市としましては、狭義の文化芸術だけでなく、歴史、伝統文化、自然、市民のなりわいやサブカル

チャー、スポーツなど、福井丸ごとの詰め合わせを福井の文化と位置づけ、魅力を最大限生かした施

策を展開します。 

 また、スポーツイベントの開催や大会などの誘致を進めることで、スポーツを生かしたまちづくりに取

り組むとともに、県や周辺市町、民間事業者などと連携し、オール福井で大規模なスポーツイベント

に取り組み、スポーツを通じた交流人口の拡大に取り組みます。 

 最後に、５、新たな魅力を発見、創出するについてです。 

 県や関係団体などと連携しながら、まちづくりプレーヤー、人材を県内外から発掘し、地域資源を生

かした施策を展開し、投資などの拡大につなげます。 

 また、ダンスなどのコンテンツを活用し、市民生活の様々な分野へ波及させることで、新たな福井の

文化、地域資源を創出します。 

 下のほうにダンスを軸としたまちづくりのイメージ図を掲載しています。町なかでのダンスイベント、こ

どもの身体能力向上、福祉健康分野でのフレイル予防、健康寿命延伸、商工業でのダンス教室など

へ波及させることで新たな文化を創出します。今後、ダンスに限らず、様々なコンテンツを活用するこ

とを想定しています。 

 また、従来にはなかった形での組合せも試みることで、コンテンツの可能性を最大限引き出すことを

目指します。 

 以上で政策13の説明を終わります。 

○部会長 

 ありがとうございました。 
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 では、この項についてのご説明を踏まえて、委員の皆様方からご意見等をいただきたいと思います。 

 いかがでしょうか。 

 文化や歴史、自然を郷土の誇りとして未来につなぐというような感じですけども、なかなか難しいな

というような感じはするんですけれども、どんな視点でも結構ですが、何かお感じになっていることを。 

○委員 

 ちょっと細かいところですが、今文化的景観の話が出たので、今ほどやっている越前海岸の越廼地

区が水仙畑の文化的景観、重要文化的景観ということで選定を受けて、それがあってここに文化的

景観のことについて書いていただいているとは思うんですけど、一乗谷の遺跡であったり、養浩館で

あったり、大安寺であったりっていうところと同じ並びの中に書いてあるんですけど。 

 今回、文化財というよりは文化的景観、景観の話で選定を受けているということがあって、景観は景

観をつくる人たちがいて、要は今までの生業としての水仙の栽培があって、それをやってくれる人がい

て、その景観が続いていたという現状があるというところで、じゃあそれをつくる農家さんたちは今幾

つぐらいかというと、皆さん基本的に70歳以上の人たちがやってくれていて、景観が保たれていると

いうことを考えると、なかなか一概に並列的にここに置かれているだけではもしかしたら及ばないとこ

ろがあるのかもしれないなと思っていて。景観の文化財、風景の文化財というところでは大きく見たら

文化財なんですけど、要は担い手みたいなところの視点もどうしても入ってきてしまうというか、景観と

いうところを考えたときに。 

 なので、文化財は文化財で、次の時代への継承というところは、ある程度維持管理することでつな

いでいけるということはあると思うんですが、景観はまた別な担い手をどう育てていくかみたいな視点

もあったりするので、もしかしたらここは並列的に書くというよりは、もう一つ別な文章をつくって、ちゃ

んとこの担い手もつくっていくみたいな文言を入れたりとか、そういったことのほうが本当に継承し活

用するという見出しに合わせるのであれば、そちらのほうが適切かもしれないというところだけコメント

をしておきたいなと思います。 

○部会長 

 歴史や文化遺産を保存、継承し活用するというところで、ここのところ、もうちょっと人の話をしてくだ

さい。 

○委員 

 歴史や文化遺産を保存、継承し活用するというところで、１番目の文章の中に一乗谷遺跡と養浩館

と大安寺と、それに並んで文化的景観という話があって、その魅力向上と普及啓発と理解を含めて

後世への継承に取り組むという話があるんですけど、前の３つ、一乗谷、養浩館、大安寺というのは、

人が維持管理していくという意味ではもちろん人の手はかかるんですけど、それは別に属人性がなく

ても何とかなるような問題ではあったりするんですが、景観になるとどうしても畑を育てる人、栽培す

る人、要はちゃんとそこに暮らしながら畑の面倒を見ていく人がどうしても必要。そういった意味で、前

者３つとはまた違う観点で継承していかないと、しっかり担い手を見つけた上で、担い手が見つから

ないと逆にずっと継承していけないという問題があるので、もしかしたらここは前の３つと切り離して

書いてもいいんではないかとちょっと思ったということです。 

○事務局 

 今言われたみたいに、越前海岸等の景観とか風景とかは自然的なものもあるんですけど、人を介し

て生まれたものもありますので、そちらのほうを分けて記載することを検討させていただきたいなと考

えております。よろしくお願いします。 

○部会長 

 ありがとうございます。 
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 これについて、今のお話でもいいですし、また違う視点でもいいですけども、関連したご意見でも結

構です。 

○委員 

 全然違う視点なんですが、多様な芸術活動の振興とか、スポーツの振興はいろいろあると思うんで

すけども、実際魅力を創出するということ自体は自治体がやったり、あと民間団体がやったりできると

思うんですけど、そこから継続と拡大というのは非常に難しいのがリアルなのかなというふうに思って

まして、昨日たまたま福井県にあるスポーツ団体が集まって大学とマッチングするというイベントをうち

の会社でやってたんですが、ほとんどの団体が障害者スポーツの促進とか、いろんなスポーツイベン

トをやっているけど、お金がないから、補助金の中でやれないんだということを言っていて、昨日２件、

うちで伴走できませんかという問合せがあって。今年１回、建技展、福井県の技術展が長年やってい

て、継続できないのでうちの会社に相談に来られたりとか、それも大事な活動ではないですか、アマ

チュアの活動の支援。でも、それが継続できないというようなこととか。 

 別にこれ、いろんな団体からお金がないから継続できないというようなとこって実際あって、多分これ

が民間団体のリアルだと思ってまして、その支援というところをお金なのか、実走化なのか分かりませ

んけども、そういった、今回の大枠の話とは違うかもしれませんけど、それを生み出す、継続させるため

には、そういったところの細かい施策がないと、実際は続かない、生まれないんじゃないかなと思って

るという意見をお伝えしたかったので。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 なかなか支援というとお金って感じでつなげてしまいますが、それだけじゃないので、そこら辺を深掘

りしながら、支援の中身の検討というのが必要だなということが分かりました。ありがとうございます。 

 ほか、どうでしょうか。 

○委員 

 皆さんのお話をずっと聞いていて、人ということが切り口になっていて、このところも、１番が心を豊か

に育むとか、伝統文化を次に継承するとか、それから自然科学でこどもの夢を育てるとか全部全て

人。結局目的は人づくりで、そのためにいろんな手段があるなというところで、行き着くところは人づく

り。そして、その人たちが福井市のために役に立ちたいというような人を育てる。それが、先ほどもおっ

しゃっていただいたようにインナープロモーション、インナーブランディングというところに誇りとか帰属

意識、そういったとこを育てるということなので。 

 歴史とか伝統文化、福井市の、それを教えていかないといけないとなると教育、親子もありますけど、

学校教育の中で、やはりもう少し若いときから地域の研究とか、地域の伝統を教えるというようにして

いかないと、本当に勉強だけ、知識だけでは何するのも嫌になるし、こどもたちが地域を離れてしまう

ということもありますし、定着させていくためには小学校ぐらいのところから地域の最近の伝統文化と

か、そういった芸術とか、そういったものを早めに教えていってあげないと手後れになるのではないか

なと、それも全て人づくりということになると思いますので、そういった要素も。 

 しかし、どういう人を育てたいかというところが、教育の分野ではないので、こういった伝統文化をし

っかり守って育てて次に残していくということが福井市のために、これからのためになっていくのかな

と。何の施策も全部そうかも分かりませんけど、要は人の話がすごく出てきたので、とてもいいかなと

思っています。 

○部会長 

 どうしても人づくりというのは、何か置き去りになってしまう、言っている割には置き去りになっている

というのが多いんですよね。そこら辺で何か別に入れてくるというのは必要だなというのを思います
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し、それには早めに人づくりのためのアクションを起こしていくという、これは学校教育だけじゃなく、地

域も一つになってやっていくことが必要なんだなということを感じました。 

 では、またほかの視点からご意見いただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○副部会長 

 今、地域資源という扱いの中で、自然であったりとか、歴史的なものというのが取り上げられている

んですけれども、よく県外から来られた人とかが福井を初めて見ておっしゃっている感想の中に、我々

としてはふだん見慣れている風景として、例えば里山の風景であったり、田んぼの中をえちぜん鉄道

が走っている風景であったりという、我々が普段から当たり前のように見ている風景というのがすごく

県外とか他から見ると福井らしさであったり、いいよねと言ってくれるようなことがよくあったんです

ね。そういった普段から身の回りにあるようなものであっても地域資源であるというところをちゃんと認

識して、そこを本当は我々も自覚をしなくてはいけないみたいなところも何か盛り込めるといいのかな

というようなことを思いました。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 ほか、どうでしょうか。よろしいですか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 議論がなければ、ここの13についての審議は終わりたいと思います。 

 では、最後のところ、資料の10－３をお開きいただきたいと思います。 

 こちらは、第１回の専門部会で審議いただいた分野Ⅲのしごと・地域資源の政策階層の目標と具

体的な内容をまとめたものであります。 

 こちらの文言につきまして、今後の検討段階で若干の変更もあるかと思いますが、本日は特段ご意

見がございませんでしたので、現段階ではこの記載内容で取りまとめたいと思いますが、この考えに

ついていかがでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 では、異議もなかったということで、このとおり記載内容で取りまとめたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

 では今日はこれで全ての審議を終了しましたので、本日の議事はこれにて終わりたいと思います。 

 長時間にわたりまして議論をどうもありがとうございました。 

 この後は事務局にマイクをお返ししたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

３．閉会 

○司  会 

 南保部会長、ありがとうございました。また、委員の皆様には、長時間にわたりご審議を賜り誠にあり

がとうございました。 

 それでは最後に、次回の専門部会の開催日時についてご連絡をいたします。 

 次回は11月21日金曜日16時から、市役所の別館４階14Ｄ会議室で行いたいと思います。ご多忙

のところ申し訳ございませんが、引き続きのご出席のほどよろしくお願いいたします。 

 それでは、以上をもちまして福井市総合計画審議会専門部会第３部会の２回目の会議を終了いた

します。本日はありがとうございました。 

（以  上） 

  



【議事要旨】 

- 21 - 

第九次福井市総合計画審議会 専門部会 第3部会（第２回）出席者名簿 

 

氏　　名 備　　考 出欠

なんぼ　まさる

南保　勝

いわさき　まさお

岩崎　正夫

あらき　たかし

荒木　敬司

いけざわ　りゅうせい

池澤　瑠晟

しまさき　あきひこ

島﨑　昭彦

しまだ　ひろまさ

嶋田　浩昌

たかはし　かなめ

髙橋　要

たけもと　ゆうじ

竹本　祐司

たなか　よしのり

田中　義乃

岡本　尚美 総務部　次長 〇

清水　淳之 福祉健康部　次長 〇

西行　裕 商工労働部　次長 〇

松浦　美恵 農林水産部　次長 〇

安井　幸市郎 都市政策部　次長 〇

間所　泰次 教育委員会事務局　教育次長 〇

勝木　康史 総合政策課　課長 〇

坂下 一博 総合政策課　副課長 〇

嶋田　法子 総合政策課　課長補佐 〇

寺前　佳昭 総合政策課 〇

吉田　勇也 総合政策課 〇

市

総

合

計

画

策

定

委

員

事

務

局

福井市議会議員（議長） 〇

総

合

計

画

審

議

会

　

委

員

部会長 仁愛大学　特任教授

委員 (一社)福井県まちづくりセンター　代表理事

委員 福井商工会議所　専務理事

委員 移住者・起業家

副部会長 （一社）ふくまちマネジメント　理事

ＪＡ福井県　代表理事副組合長

福井県立大学　学生

委員

〇

委員

〇

委員 (公社)福井県観光連盟　観光プロデューサー 〇

委員

〇

×

〇

〇

〇

（50音順・敬称略） 


